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特集・世間桜

２

整備作業は20年以上続いています

４
月
も
上
旬
に
な
る
と
全
国
で
桜
が
満
開

に
な
り
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
花
見
や
桜
の
名
所

の
ニ
ュ
ー
ス
が
し
き
り
に
流
さ
れ
ま
す
。
隠

岐
の
島
町
で
も
、
こ
の
時
期
に
は
島
内
各
所

で
そ
の
華
や
か
な
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
元
屋
の
世
間
桜
は
そ
の
中
で
も

特
に
注
目
さ
れ
る
桜
で
す
。
テ
レ
ビ
や
新
聞

に
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
春
の
風
物
詩
と

し
て
知
ら
れ
る
世
間
桜
は
、
中
村
の
春
を
象

徴
す
る
木
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

建
福
寺
を
建
立
し
た
三
光
国
師
に
よ
る
手

植
え
と
言
わ
れ
、
樹
齢
は
２
本
と
も
に
約
６

５
０
年
を
越
え
る
老
木
で
す
が
、
男
桜
、
女

桜
と
も
に
時
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
白
と
薄
紅
色

の
花
を
枝
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
ま
す
。

昭
和
42
年
、
世
間
桜
は
県
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
辺
は
竹

や
立
木
が
生
い
茂
り
、
ま
た
道
に
竹
が
倒
れ

て
い
て
前
に
進
め
ず
、
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
と
い
う
状
態
で
、
訪
れ
る
人
も
ほ
と
ん
ど

い
な
い
状
態
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
61

年
、
地
元
の
青
年
ら
で
組
織
さ
れ
た
集
ま
り

「
青
稜
会
」
に
よ
っ
て
竹
や
立
木
を
伐
採
す

る
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
初
め
は
人
数

も
少
な
く
範
囲
も
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
見
や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
訪

れ
る
人
は
少
し
ず
つ
増
え
ま
し
た
。

現
在
、
「
世
間
桜
を
守
る
会
」
の
代
表
と

し
て
世
間
桜
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
佐
々
木
雅
秀
さ
ん
は
、
「
世
間
桜
の
整
備

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
天
然
記
念
物
で
あ

り
な
が
ら
全
然
管
理
さ
れ
て
な
い
状
態
を
何

と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
な
、
と
い
う
の
が

第
一
、
そ
れ
と
き
れ
い
な
花
を
見
た
感
動
を

み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と
い
う
の
も

あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
整
備
活
動
の
輪
が
、
少

し
ず
つ
大
き
く
な
っ
て
今
の
姿
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

し
か
し
・
・
・

な　

か

よ　

の

ざ
く
ら

３
特集・世間桜

「
最
初
は
道
だ
け
整
備
し
て
、
次
の
年
か

ら
、
こ
こ
も
や
ら
な
い
け
ん
、
あ
れ
も
せ
な

い
け
ん
と
言
っ
て
ど
ん
ど
ん
範
囲
が
広
が
っ

た
。
も
う
年
中
行
事
に
な
っ
て
い
て
、
今
年

は
ど
こ
と
ど
こ
を
や
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
に

相
談
し
な
が
ら
続
い
て
い
ま
す
」
と
佐
々
木

さ
ん
。
20
年
以
上
も
活
動
が
続
い
て
い
る
理

由
と
し
て
、
一
つ
は
「
見
や
す
く
し
よ
う
と

毎
年
伐
採
の
範
囲
を
広
げ
た
ら
今
度
は
テ
レ

ビ
や
新
聞
・
ラ
ジ
オ
が
ど
ん
ど
ん
取
材
に
来

る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
見
た
都
会
に
住

む
兄
弟
身
内
か
ら
見
た
ぞ
と
電
話
が
来
る
。

そ
れ
が
励
み
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
、
も
う

一
つ
は
「
島
中
の
人
が
来
る
よ
う
に
な
っ

た
」
こ
と
が
大
き
か
っ
た
そ
う
で
す
。

昭
和
61
年
に
「
青
稜
会
」
の
活
動
と
し
て

始
ま
っ
た
世
間
桜
整
備
は
、
平
成
４
年
に
他

の
地
域
団
体
を
加
え
て
「
世
間
桜
を
守
る

会
」
の
活
動
と
し
て
さ
ら
に
活
動
範
囲
を
広

げ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
元
年
頃
か
ら
始
め

た
開
花
情
報
チ
ラ
シ
の
配
布
、
世
間
桜
周
辺

を
自
然
観
察
路
と
し
て
県
の
補
助
を
受
け
て

の
整
備
、
ま
た
道
路
の
案
内
標
識
、
入
り
口

の
案
内
板
、
急
斜
面
を
安
全
に
登
る
た
め
の

ザ
イ
ル
の
設
置
な
ど
、
さ
ら
に
気
軽
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
が
進
み
ま
し

た
。ま

ず
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
そ
れ
に
対

し
て
反
応
が
返
り
、
そ
の
反
応
に
手
ご
た
え

を
感
じ
れ
ば
「
自
分
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ

と
は
そ
ん
な
に
す
ご
い
ん
だ
」
と
い
う
自
信

と
な
っ
て
や
る
気
が
起
き
、
さ
ら
に
次
の
活

動
に
つ
な
げ
、
ま
た
反
応
が
返
っ
て
き
て
・
・
・

と
い
う
よ
う
に
、
天
然
記
念
物
と
い
う
素
材

を
十
分
に
生
か
し
て
地
域
を
活
気
づ
け
て
い

る
こ
の
世
間
桜
を
め
ぐ
る
活
動
は
、
好
循
環

の
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。地

域
の
自
信
と
や
る
気
を
呼
び
起
こ
す
の

は
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
。
こ
れ
は
ど
の
地
域
に
も
通
ず
る
地

域
活
動
の
秘
訣
と
言
っ
て
も
良
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

年
々
広
が
る
活
動
範
囲

注
目
さ
れ
る
こ
と
が
励
み
に

自
信
が
や
る
気
を
生
み
、

や
る
気
が
元
気
を
生
む

山の入り口に立つ案内板

道も歩きやすく整備



職員配置表

４５
職員配置表

:

下 水 道 課 課 長 廣 谷 満 男
下 水 道 施 設 係 係 長：大西洋二　村上和久　半田耕一

下 水 道 業 務 係 課長補佐：山川由夫　野津千秋　藤田将之

環 境 課 課 長 佐々木正人

生 活 環 境 係 課長補佐：藤木正英　岩本清徳　玉木清司

清 掃 施 設 係

課長補佐：浅生　久　長浜圭司　上野　悟　岡田一生　藤岡秋男　中尾　正

塚根幸男　寺下勝森　藤田恵司　尾崎正和　若林謙二　村上章子

吉田拓矢　齋藤貴司　石橋元気

水 道 課 課 長 安 岡 林 志
水 道 業 務 係 課長補佐：佐藤弘一　黒川直照　村上和幸

水 道 施 設 係 係 長：河北尚夫　増本直行　茶山守廣　小中恵吾　池田邦彦

中 出 張 所 所 長 田 中 和 夫 地 域 振 興 係 課長補佐：坂　嘉文　西尾正平

課 名 所 属 長 係 名 職　　　　　　　員

診 療 所

中村・布施診療所 事 務 長 阿 部 真 澄 千葉ハルミ　清水まみゑ　原あずさ

五 箇 診 療 所 事 務 長 古 川 公 平 中村恒一　石橋美喜子　柳原千恵子　三村久美恵

都 万 診 療 所 事 務 長 井 川 芳 樹 西　典子　須藤ふさこ　田中博野　高村千枝

布 施 支 所

住 民 課
支 所 長
課 長 ( 兼 務 )

大 上 博 人 住 民 福 祉 係 課長補佐：池田賢一　日野利幸　坂本　忠　長田正勝　家島洋子

地 域 振 興 課 課 長 田 平 幸 雄 地 域 振 興 係 課長補佐：松井忠弘　村上克樹

五 箇 支 所

住 民 課
支 所 長
課 長 ( 兼 務 )

村 上 和 広 住 民 福 祉 係 ：課長補佐 高尾繁盛　柳原　潔　斉賀千春　齋藤恭平　和田玉美

地 域 振 興 課 課 長 村 上 和 弘
施 設 管 理 係 係 長：藤野　武　石橋忠夫

地 域 振 興 係 課長補佐：嶽野慶子　砂川祐一　上川　清

都 万 支 所

住 民 課
支 所 長
課 長 ( 兼 務 )

瀧 本 修 二 住 民 福 祉 係 課長補佐：宇野　等　齋藤和幸　近藤勝志　山根清美　岸本幸子

地 域 振 興 課 課 長 井 川 寛
施 設 管 理 係 課長補佐：春木茂正　松岡隆介

地 域 振 興 係 課長補佐 池田茂良　森田健一　渡邊　守

隠岐の島町教育委員会

総 務 学 校 教 育 課
課 長
課 付 課 長

永 海 昌
齋 藤 福 昌

総 務 係 課長補佐：八幡　哲　坂田真司

施 設 係 課長補佐：増原和彦　曽我部一彦

学 校 教 育 係 課長補佐：嶋﨑一政　井﨑里惠子　忌部正英

生 涯 学 習 課 課 長 池 田 賢 治
社 会 教 育 係 課長補佐：宮本智幸　灘　　進　中西賢一　山根弘行

文 化 振 興 係 課長補佐：山崎泰郎　佐藤智樹

西 郷 公 民 館 館 長 的 地 政 雄 学 習 振 興 係 館長補佐：高宮　操　福本和子　松田隆志

布 施 公 民 館 館 長 大 上 一 郎

五 箇 公 民 館 館 長 ( 兼 務 ) 脇田千代志

隠 岐 の 島 町 五 箇
所 長 脇田千代志 学 習 振 興 係 ：所長補佐 河辺輝克　安部　淳

生 涯 学 習 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

都 万 公 民 館 館 長 齋 藤 弘 徳 上田　知

西 郷 学 校
所 長 佐 藤 広 一瀬隆男　高平重也　坂本忠司　吉山ちとせ　高井信人　藤田耕作　

給 食 セ ン タ ー

布施学校給食ｾﾝﾀｰ 所 長 ( 兼 務 ) 大 上 一 郎

五箇学校給食ｾﾝﾀｰ 所 長 ( 兼 務 ) 脇田千代志 清水しな子

都万学校給食ｾﾝﾀｰ 所 長 ( 兼 務 ) 齋 藤 弘 徳 吉田壽美

隠 岐 の 島 町 立 小 学 校 施 設 管 理 員

(西郷)井口知行　松葉真由美 (飯田)高梨みゆき (大久)堀川和美

(中条)河田晶子 (有木)脇田孝代 (磯)池田美紀 (中村)中前さつき

(五箇)高梨智昭 (都万)永海辰子

隠 岐 の 島 町 立 中 学 校 施 設 管 理 員
(西郷)山田智代 (西郷南)佃　博美 (中村)松江純子 (五箇)澤尾夢花
(都万)藤野真素子

派 遣 職 員

隠 岐 広 域 連 合

課 長 竹林　行政

課 長 井﨑　雅夫

課 長 田中　智英

係 長 長谷川正明

主 幹 松田　由里

島根県後期高齢者医療広域連合 主 幹 山本　幸子

:

:

:

:

隠岐の島町長 松田和久

隠岐の島副町長 門脇　裕（地方自治法の改正により助役から名称変更）

教育長 藤田　勲

課 名 所 属 長 係 名 職　　　　　　　員

議 会 事 務 局 事 務 局 長 石 川 伸 吉
庶 務 係 課長補佐：藤田睦代

議 事 調 査 係 係 長：石川伸吉（兼務）

総 務 課 課 長 宇 野 正

人 事 評 価 担 当 課長補佐：灘脇　守

行 政 係 課長補佐：藤田元春　日下祐志　山根　淳　和田美由貴　村井法子

竹 島 対 策 係 係 長 藤田元春（兼務）　日下祐志（兼務）

広 報 広 聴 係 係 長：中林　眞　安部正和　米津泰樹

消 防 防 災 係 課長補佐：吉田篤夫　小室鉄平

職 員 係 課長補佐：渡部　誠　脇　幸子　金井和昭

情 報 管 理 室 室 長 藤 田 司 情 報 管 理 係 係 長：藤田　司（兼務）　井﨑　宏　吉田　努

企 画 財 政 課 課 長 嶽 野 正 弘

企 画 調 整 係 係 長：井上朋張　村上静夫　島根美香

財 政 係 課長補佐：大庭孝久　石田寛弥　木瀬高宏　長田寿幸　金田　緑

管 財 係 課長補佐 平田芳春　原　秀人

行 革 推 進 室 室 長 松 岡 秀 明 行 革 推 進 係 係 長 佐々木千明

出 納 室 会計管理者 西 山 哲 男 出 納 係 室長補佐：竹林りつえ　橋本博志

税 務 課 課 長 渡 部 國 彦

住 民 税 係 課長補佐：齋藤英典　田崎幸雄　藤原時造　藤野さとみ

固 定 資 産 係 課長補佐：阿部一貫　真田　緑　満田弘之　野津寿天

地 籍 係 課長補佐 松岡利和　砂本　進　齋藤　靖

納 税 推 進 室 室 長 佐々木秋幸 納 税 推 進 係 係 長：高梨勇光

町 民 課 課 長 田 黒 敏 子
戸 籍 住 民 課 課長補佐：高梨敏子　齋藤清一　若林英明　和田まち子　山本　俊

国 保 年 金 係 係 長：竹本　久　日野よし美　築谷　清　池本繁樹　齋藤　慎　奥元次郎

保 健 課 課 長 岩 水 守

健 康 係
課長補佐：長田　栄　八幡貴之　中嶋洋子　大庭享子　濱田ちはる

青田和恵　中島真澄　高村智重子　黒川文恵　茶山裕子

訪 問 看 護 係 課長補佐：吉田　誠　金坂寿江(訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ所長兼務)　赤田栄美　齋藤文子

地域包括支援センター 課長補佐：西村初美(地域包括支援センター所長)　仕立ひろみ(兼務) 名越玲子(兼務) 泉 秀幸(兼務)

在 宅 介 護 係 課長補佐：大西　裕　仕立ひろみ　名越玲子　吉田明美　泉　秀幸

福 祉 課 課 長 村 上 静 夫

生 活 保 護 担 当 課長補佐：佐々木貴美枝

生 活 支 援 係 係 長：藤川芳人　広江和彦　小中　静　八幡秀朋

地 域 福 祉 係 課長補佐 長澤美鶴　野津浩一　茶山　宏　田中　挙　大上達也

子 育 て 支 援 室 室 長 高 梨 康 二 児 童 福 祉 係 室長補佐：田中順子　木村武司

原 田 保 育 所 所長：立川美佐恵 　岩水あやめ　安部やすえ　齋藤果林　吉田裕子　平木裕子　小川敦子(派遣)

有 木 保 育 所 所長：栗山千波 　吉田穂子　上川充恵　宮西鏡子　崎　千春　平井弘子　村上英子(派遣)

下 西 保 育 所 所長：池田シズ子 　斎賀真由美　大槻　綾　吉山佐織　奥谷流美　兒島かおる

中 村 保 育 園 園長：宇野神無子 　灘　由美　谷田光代　中井直子　村上厚子

ご か 保 育 園 園長：岩水美千恵 　齋藤瑞樹　廣間美和　黒川美保　佐藤さゆり　中上良子　黒澤理津香

都 万 保 育 所 所長：根本和子 　重栖菊枝　井上よしみ　築谷和美　石橋香織　河田敏美　船田一美　重栖聡子

今 津 保 育 所 所長：永海白百合 　船田祥子　吉田さずき

加 茂 保 育 所 所長：新　珠乃 　村上利恵子　角脇泰子

観 光 商 工 課 課 長 齋 藤 博
観 光 商 工 係 課長補佐：池田高世偉　濱田　勉　鳥井　登　中村恵美子　松林茂生

交 通 交 流 係 課長補佐：佐々木義直　吉田　隆　茶山祐介

定 住 対 策 室 室 長 岡 田 清 明 定 住 対 策 係 室長補佐：田中十全　藤野　一　藤田志生

農 林 水 産 課 課 長 中 前 千 之
農 林 振 興 係 課長補佐：田中秀喜　宇野慎一　和田貴弘　藤田留美　是津隆将

農 林 水 産 施 設 係 課長補佐：山﨑龍一　金坂賢一　田中文男　岸本則和

水 産 振 興 室 室 長 井 川 善 寿 水 産 振 興 係 室長補佐：牧野　弘　西岡武志　吉田　伸

建 設 課 課 長 船 田 昇

土 木 係 係 長：野邊一寛　堀川秀樹　高宮鋼志　滝本一雅

住 宅 公 園 係 課長補佐：岳野宇一　石田　傑　坂口　武

建 設 管 理 係 課長補佐：常平広志　前田静香

技 術 管 理 室 室 長 岩 本 明 技 術 管 理 係 室長補佐：村上孝三　山田ふさえ

（福祉事務所長兼務）



７
まちのできごと
行財政改革

「
ま
ち
の
た
め
に
何
か
や
っ
て
み
た
い
」
、
「
い

ろ
ん
な
ま
ち
の
取
組
み
を
見
て
み
た
い
」
そ
ん
な

想
い
を
持
っ
た
若
者
23
名
を
乗
せ
た
『
ち
ち
☆

ば
す
』
（
全
国
の
大
学
生
ら
で
企
画
・
運
行
）
が

隠
岐
の
島
町
に
来
町
し
、
３
月
25
日
か
ら
27
日

ま
で
の
３
日
間
、
中
村
地
区
と
油
井
地
区
に
滞
在

し
ま
し
た
。

短
い
期
間
の
中
で
可
能
な
限
り
の
体
験
を
し

た
い
と
、
ワ
カ
メ
の
選
別
・
天
日
干
し
作
業
、
中

学
校
訪
問
等
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
皆
さ
ん
。
ま

た
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
を
検
証
し
地
域
お
こ
し

の
方
法
を
探
る
た
め
に
、
地
元
の
若
者
を
は
じ
め

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
意
見
交
換
・
交
流
を
し
な

が
ら
情
報
を
収
集
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
熱
心
に

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
ま
し
た
。

隠
岐
を
大
変
気
に
入
り
、
「
卒
業
後
は
こ
こ

に
住
み
ま
す
！
」
と
宣
言
す
る
メ
ン
バ
ー
が
い
た

り
、
地
域
の
方
の
要
望
で
滞
在
期
間
を
延
長
し
、

飛
び
魚
の
新
商
品
開
発
を
す
る
メ
ン
バ
ー
も
い
た

り
し
て
、
メ
ン
バ
ー
と
地
域
、
双
方
に
有
意
義
な

「
ち
ち
☆
ば
す
」
来
島
と
な
り
ま
し
た
。

穏

や

か

な

陽

気

と

な

っ

た

４

月

15

日

（
日
）
、
中
村
農
村
公
園
で
「
中
村 

春
の
ゲ
ン

キ
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
実
行
委
員

の

〝
中
村
が
大
好
き
！
〟

と
い
う
こ
だ
わ
り
が
生

ん
だ
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
が
好
評
の
こ
の
行
事
。
今

回
も
「
餅
投
げ
の
儀
」
に
は
じ
ま
り
、
ネ
コ
ザ
メ

な
ど
中
村
湾
に
生
息
す
る
魚
を
展
示
し
た
「
中
村

水
族
館
」
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
隠
岐
の
國

中
村
屋
」
、
「
う
ま
い
門
横
丁
」
な
ど
を
、
桜
が

舞
い
散
る
会
場
に
集
ま
っ
た
大
勢
の
人
が
楽
し
み

ま
し
た
。

地
域
発
、
地
球
行
き

地
域
発
、
地
球
行
き

『
ち
ち
★
ば
す

『
ち
ち
★
ば
す
』
が
や
っ
て
き
た

が
や
っ
て
き
た

4/15

春
満
開
！

春
満
開
！

中
村
中
村 

春
の
ゲ
ン
キ
市

春
の
ゲ
ン
キ
市

若い感性で新商品開発にもチャレンジ！

限定20食の藻塩ラーメンには行列も

■平成17 年度ゴミ総排出量 8,717t 
内訳      収集ゴミ 33,317t  

清掃センター直接搬入ゴミ 55,400t   

・町民一人当たりに換算すると・・・ 

約1,400g/日  
（県平均969ｇ・島島根県内ワースト１位）

■年間処理経費 約約2 億2,300 万円 

・１人あたり年間処理経費 

約13,200 円  

3/25
～

第
１
回　

隠
岐
の
島
町
の
ゴ
ミ
の
現
状

隠
岐
の
島
町
で
は
厳
し
い
財
政
危
機
を
乗
り

切
る
た
め
行
革
実
施
計
画
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
は
町
民
の
み
な
さ
ま
一
人
ひ
と
り
の
ご
理

解
・
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

町
の
現
状
や
、
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
ら

な
ど
に
つ
い
て
折
に
触
れ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

今
回
は
増
え
続
け
る
隠
岐
の
島
町
の
ゴ
ミ
の

現
状
に
つ
い
て
で
す
。

平
成
17
年
度
、
町
の
ゴ
ミ
排
出
量
は
８
，
７

１
７
ｔ
、
こ
れ
は
町
民
１
人
あ
た
り
１
日
で
約

１
，
４
０
０
ｇ
と
な
り
、
県
内
平
均
の
９
６
９
ｇ

を
大
き
く
上
回
る
最
低
水
準
で
す
。

●
ま
ず
は
１
日
１
０
０
グ
ラ
ム
の
減
量
を
目
指
し

ま
し
ょ
う

・
生
ゴ
ミ
の
減
量
の
た
め
、
料
理
の
材
料
を
無
駄

に
し
な
い
。

・
作
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
、
食
べ
残
し
を
し
な

い
。

・
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
十
分
に
水
分
を
切
る
。

・
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等
を
使
っ
て
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
う
。

●
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
の
お
買
い
物

・
レ
ジ
袋
の
年
間
消
費
枚
数
は
、
日
本
全
体

で
約
３
０
０
億
枚
、
国
民
１
人
当
た
り
で

約
３
０
０
枚
（
石
油
に
換
算
す
る
と
約
５

リ
ッ
ト
ル
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

で
は
、
約
５
０
０
万
枚
を
消
費
（
人
口
１

万
７
０
０
０
人
と
し
て
）
、
石
油
に
換
算

す
る
と
約
８
万
３
千
リ
ッ
ト
ル
も
の
量
に

な
る
計
算
で
す
。
マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用

は
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
・
地
球
温
暖
化

防
止
、
ま
た
、
ゴ
ミ
を
減
ら
す
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
へ
と
意
識
を
変
え
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

ゴ
ミ
の
減
量
化
に
よ
る
処
理
経
費
の
節

減
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

まちのできごと

６

明
治
初
期
の
開
校
以
来
１
３
０
年
あ
ま

り
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
磯
地
域
の
３
小

学
校
（
今
津
・
下
西
・
加
茂
）
の
閉
校
式

が
３
月
末
に
相
次
い
で
行
わ
れ
、
児
童
を

は
じ
め
地
域
・
学
校
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
、
思
い
出
の
残
る
校
舎
に
別
れ
を
告
げ

ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、
児
童
に
よ
り
思

い
出
を
綴
っ
た
作
文
や
別
れ
の
こ
と
ば
が

発
表
さ
れ
「
私
た
ち
は
、
こ
の
学
校
が
大

好
き
で
す
。
別
れ
た
く
な
い
け
ど
、
新
し

い
学
校
に
行
っ
て
も
こ
の
学
校
で
学
ん
だ

こ
と
を
忘
れ
ず
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

す
」
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
参
加
者
の

涙
を
誘
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
隠
岐
の
島
町
立
磯
小
学

校
で
、
新
た
な
歴
史
を
築
い
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
過
ご

し
た
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
胸
に
、
そ
れ

を
支
え
と
し
な
が
ら
、
早
く
た
く
さ
ん
の

友
達
を
つ
く
っ
て
楽
し
い
学
校
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
は
も
と
よ
り
、
隠
岐
の

島
町
民
み
ん
な
で
、
温
か
く
見
守
り
続
け

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

3/23

３
月
23
日(

金)

西
郷
集
団
墓
地
の
一
角
に

あ
る
ロ
シ
ア
兵
の
墓
前
で
、
「
ロ
シ
ア
の
水
兵

さ
ん
を
し
の
ん
で
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
６
月
28
日
か
ら
ロ
シ
ア
の

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
る
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
隠
岐
の
島
町
か
ら
３
人
、
西

ノ
島
町
か
ら
１
人
が
参
加
し
、
隠
岐
の
民
謡
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
を
、
ロ
シ
ア
兵
の
墓
前
に

報
告
し
、
鎮
魂
の
意
を
さ
さ
げ
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

当
日
、
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
す
る
方
の

う
ち
２
人
と
町
民
有
志
、
そ
し
て
文
化
幼
稚
園

の
園
児
の
皆
さ
ん
が
、
『
隠
岐
の
風
』
な
ど
３

曲
を
披
露
し
、
墓
前
に
手
向
け
ま
し
た
。 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
に
は
代
表
幼
稚
園

児
が
献
花
し
、
参
加
者
・
観
客
と
も
一
斉
に
手

を
合
わ
せ
ま
し
た
。

●
ロ
シ
ア
兵
の
墓
に
つ
い
て

約
１
０
０
年
前
に
開
戦
さ
れ
た
日
露
戦
争
。

そ
の
際
、
戦
死
し
た
ロ
シ
ア
水
兵
の
遺
体
を
西

郷
沖
で
漁
を
し
て
い
た
漁
師
が
発
見
し
、
可
哀

想
と
い
う
思
い
か
ら
隠
岐
へ
遺
体
を
連
れ
帰
っ

て
、
供
養
す
る
た
め
に
自
分
た
ち
で
お
金
を
出

し
合
っ
て
墓
を
作
り
ま
し
た
。 

中
央
の
十
字
の
墓
が
そ
の
時(

明
治
38
年)

に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
両
脇
に
あ
る
大
理
石
の

石
碑
は
、
昭
和
44
年
に
有
志
で
建
立
し
た
も
の

で
す
。
現
在
、
老
人
会
の
方
が
年
に
数
回
清
掃

し
、
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
人
水
兵
を
偲
ん
で

ロ
シ
ア
人
水
兵
を
偲
ん
で

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

～
思
い
出
を
胸
に
～

～
思
い
出
を
胸
に
～

磯
地
域
の
３
小
学
校
が
閉
校

磯
地
域
の
３
小
学
校
が
閉
校

元気一杯の歌声にロシアの水兵さんも喜んでくれたことでしょう

全員で歌う最後の校歌に感慨もひとしお（下西）

みんなの思いがこもったメッセージに感動（加茂）



まなびのひろば
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まなびのひろば

●捨てる前に図書館にご相談を！●

☆子どもの日は特別開館します☆

平成１８年度ベストリーダー発表！
昨年度、隠岐の島町図書館で一番読まれた本は
… ！？

図書館ではこんなこともしています
『こんなチラシがあったのか？明治・大正時代
宣伝広告展』

■雑誌部門■

■一般図書■

隠岐の島町図書館

町
立
小
学
校
の
新
入
生
は
１
３
９
名

磯
三
校
の
新
設
統
合
校
と
し
て

「
磯
小
学
校
」
が
竣
工
し
ま
し
た
。

第１３回第１３回第１３回
ごうじゅうかん なかだ よしお

隠岐の島町教育委員会
ＴＥＬ ０８５１２-２-２２０６
Mail okidogo＠mx.miracle.ne.jp

さん

メール

磯
小
学
校
が
完
成
し
、
３
月
28
日
に
関
係
者
約
80
名
出

席
の
も
と
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

磯
地
区
の
方
々
も
竣
工
を
に
ぎ
や
か
に
祝
お
う
と
、
地

区
ご
と
に
餅
を
つ
き
、
そ
の
量
は
全
部
で
４
俵
に
も
な
り

ま
し
た
。
餅
投
げ

が
は
じ
ま
る
と
、

歓
声
が
沸
き
、
集

ま
っ
た
人
達
は
、

そ
れ
ぞ
れ
ビ
ニ
ー

ル
袋
い
っ
ぱ
い
に

拾

っ

て

い

ま

し

た
。地

区
の
皆
様
本

当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
校
は
、
子
ど

も
達
に
と
っ
て
、

よ
り
高
い
教
育
効

果
が
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
、

下
西
小
学
校
、
今
津
小
学
校
、
加
茂
小
学
校
の
新
設
統
合

校
と
し
て
、
平
成
15
年
度
よ
り
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。施

設
の
規
模
は
、
敷
地
の
総
面
積
、
約
１
０
，
９
０
０

㎡
内
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
校
舎
２
，

３
３
２
㎡
と
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造
の
屋
内

運
動
場
７
０
４
㎡
を
併
設
、
校
舎
の
前
面
及
び
西
側
に
屋

外
運
動
場
６
，
２
０
０
㎡
を
配
置
す
る
施
設
と
し
て
完
成

い
た
し
ま
し
た
。
事
業
に
要
し
た
総
費
用
は
、
用
地
取
得

費
も
含
め
、
約
11
億
９
，
５
０
０
万
円
で
し
た
。

新
し
い
学
び
舎
は
、
建
物
の
床
、
壁
、
天
井
を
は
じ
め

と
す
る
内
装
材
に
、
島
内
産
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
空
間
を
演
出
す
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
達
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
す
ば
ら
し
い
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童
や
高
齢
者

等
、
多
く
の
方
々
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
設
置
や
段
差
の
解
消
に
努
め
る
と
同
時
に
、

子
ど
も
達
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る
情
報
化
社
会
に
対
応
し

て
い
く
た
め
の
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
全
教
室
に

導
入
し
ま
し
た
。

竣
工
式
で
は
、
松
田
町
長
が
「
こ
こ
に
発
足
す
る
磯
小

学
校
が
、
存
分
に
活
用
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
多
く
の
人
々

に
喜
び
と
勇
気
を
与
え
、
隠
岐
の
島
町
発
展
の
礎
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

４
月
９
日
に
は
開
校
式
が
行
わ
れ
、
新
１
年
生
を
含
む

84
名
の
児
童
が
新
し
い
校
舎
で
新
た
な
歴
史
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
の
隠
岐

の
島
町
立
小
学
校
児
童

数
の
う
ち
、
新
１
年
生

は
１
３
９
名
（
昨
年
度

１
３
０
名)

、
総
児
童

数
は
７
９
１
名
（
昨
年

度
８
３
０
名
）
で
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
下

西
・
今
津
・
加
茂
小
学

校
が
統
合
し
て
磯
小
学

校
が
誕
生
し
、
学
校
数

は
11
校
に
な
り
ま
し

た
。



社会福祉協議会

１０

隠岐の島町社会福祉協議会

２.「基金」の運営

１. その他地域福祉の推進を高める活動

１. 地域福祉活動への住民参加の促進（人・環境作り）

１. 居宅介護支援事業（ケアマネージャー）

２. 訪問介護事業（ホームヘルパー）

３. 通所介護事業（デイサービスセンター）

１. 生活支援ハウス運営事業（高齢者生活支援センター）

２. 介護予防通所サービス事業（地域支援事業）

３. 介護予防訪問サービス事業

４.「食」の自立支援事業（配食サービス）

４. 在宅福祉サービスの開発・推進機能の強化
（仕組みづくり）

３. 総合相談、情報提供体制及びサービス利用者
支援体制の整備（安心づくり）

２. 地域福祉関係機関・団体ネットワーク化と
連携・協働体制の整備（輪づくり）

平成１９年度

隠岐の島町社会福祉協議会事業計隠岐の島町社会福祉協議会事業計画隠岐の島町社会福祉協議会事業計画

№15

２０ ２２
１９

３

■ 一 般 事 業

■ 特別事業

■ 一般事業

■ 隠岐の島町委託事業（在宅福祉サービス）

■ 介 護 保 険 事 業

ご

１１
社会福祉協議会

平成１９年度 事業活動収支予算報告

会費・募金のお願い

　当年度、隠岐の島町社会福祉協議会か

らお願いする会費などは次のとおりです。

　出費の多い昨今、誠に恐縮ですが、各

ご家庭、自治会予算等にてご予定くださ

いますようお願い申し上げます。

種 類

事業活動収入計 事業活動支出計

金 額 納 期 運動期間

277,775 277,775

※ 今年度より、赤い羽根・歳末募金は10月に合わせて募集させて頂きます

　

平
成
18
年
度 

社
協
会
費
・
赤
い
羽
根
・

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
追
加
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

【
行
政
区
名
】
月
無
上
区

・
一
般
会
費　

38
件

・
赤
い
羽
根
募
金　

一
万
八
千
円

・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金　

一
万
八
千
円



１３
お知らせ

 会議、セミナー、シンポジウム、スポーツ大会など 

 

 
 
隠岐の島町で開催される次の大会（コンベンション事業）を対象に補助金を交付します。 

大会、会議、学会、セミナー、シンポジウム、スポーツ大会等 
（文化、スポーツ、教育、産業、福祉等島民の皆さんの福祉向上に寄与する事業。）

※町外参加者数が 30人以上のものとします。

※自治体等の公的支援を受けていない事業とします。

※スポーツ大会については、「国民体育大会」、「全国高等学校総合体育大会」、

「日本スポーツマスターズ」、「全国中学校体育大会」を除く大会とします。

※興行及び営利を目的とする事業等には原則、適用しません。
 
●事業主体（対象者） 

事業を主催する隠岐の島町に在住する原則、民間部門の個人、団体。

補助金の対象者については、支援が認められる事業に参加する島外参加者（講演者、アーティスト・

スタッフを含む）及び公的支援を受ける会議、大会であっても直接支援を得られない応援者、傍聴者

等（保護者を含む）を対象とします。
 
●支援内容 

１．事業運営費及び宿泊費補助等（開催費補助金） 
 

注１）参加者補助（宿泊費助成）については、隠岐島後観光協会加盟宿泊施設とします 

注２）補助金の額は、事業主催対象者助成額、参加者対象助成額の合計とします 

注３）公営施設については、隠岐の島町が所有する施設とし、指定管理施設も含むものとします 

 助成対象者 助 成 項 目 助 成 概 要 

事 業 運 営 費 助 成 参加者数等により２万円～２０万円（別表） 

公 営 施 設 使 用 料 免除（原則）。ただし、使用料が生じた場合には助成対象とします。

観光牛突き観覧料 １公演（３万円）の半額助成 
事業主催者 

隠 岐 民 謡 鑑 賞 料 １公演（３万円）の半額助成 

宿 泊 費 助 成 
大 人一人 １泊につき５００円助成 
こども一人 １泊につき３００円助成 
    （限度額 ８０万円） 参  加  者 

公営観光施設入館料 全施設２０％割引 

（別表）事業運営費助成の詳細 

２．開催費補助金以外の支援 

 ①隠岐の島町紹介パンフレット（町外参加者のみ）

 ②文化施設入場割引券の提供（町外参加者のみ）

③会場における臨時観光案内施設の設置（100人以上の規模）

④会場における土産物店等の設置（100人以上の規模）

⑤伝統民俗・芸能等の紹介（隠岐民謡、牛突き等）

⑥隠岐の島町紹介ビデオ、ＤＶＤ等の貸出し（町、民俗伝統文化等）

１泊以上の宿泊を伴う事業 
宿泊を伴わない事業 

30人以上～100人未満 100人以上～200人未満 200人以上 

20,000 50,000 100,000 200,000 

※申請手続き等、詳細については、下記までお願いいたします。 

【お問合せ先】 隠岐の島町役場 観光商工課 観光商工係 

TEL  2-8575（課直通） FAX  2-4997  メール kankou@town.okinoshima.shimane. jp 

公民館コーナー

１２

都
万
地
区

ふ
る
さ
と
講
演
会
開
催
！

３
月
25
日

(

日)

、
都
万
保
健
セ
ン

タ
ー
陽
里
に
お
い
て
、
ふ
る
さ
と
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
「
東
京
都
万
会
」
か
ら
、

那
久
出
身
で
東
京
の
光
村
印
刷
株
式
会

社
顧
問
の
金
岡
紘
一
さ
ん
を
迎
え
て
「
労

務
屋
稼
業
、
わ
が
人
生
に
悔
い
は
な
し
」

と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
都
万
地
区
の
小
・
中
学
生
か

ら
一
般
の
方
ま
で
約
１
０
０
名
の
参
加

が
あ
り
、
金
岡
さ
ん
の
子
ど
も
の
頃
の

那
久
で
の
思
い
出
や
東
京
で
の
苦
労

話
、
長
年
の
経
験
で
培
わ
れ
た
仕
事
に

対
し
て
の
考
え
方
な
ど
の
話
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
特
に
こ
れ
か
ら
進
学
・
就

職
を
控
え
た
中
学
生
は
金
岡
さ
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
熱
心
に
聞
い
て
い
た

よ
う
で
す
。

ま
た
講
演
の
前
に
事
例
発
表
と
し
て

都
万
中
学
校
の
藤
川
崇
史
君
に
「
ゼ
ロ

か
ら
」
と
い
う
題
名
で
、
今
の
自
分
の

素
直
な
気
持
ち
に
つ
い
て
、
弁
論
を
発

表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

２
時
間
ほ
ど
の
講
演
会
で
し
た
が
、

貴
重
な
お
話
を
聞
け
て
大
人
に
も
子
供

に
も
良
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

手
で
育
て
収
穫
し
た
そ
ば
の
味
は
も
ち

ろ
ん
格
別
で
す
。

最
後
に
そ
ば
殻
で
ま
く
ら
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。
そ
ば
殻
に
は
ゴ
ミ
が
少
し

残
っ
て
い
た
の
で
、
フ
ル
イ
を
使
い
そ

ば
殻
と
ゴ
ミ
を
分
け
、
そ
ば
殻
を
入
れ

る
ま
く
ら
の
袋
は
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
作

り
ま
し
た
。
後
日
、
先
生
が
仕
上
げ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
手
元
に
届
き
、
こ
れ
で

約
６
ヶ
月
の
活
動
が
終
了
し
ま
し
た
。

「
唐
さ
お
」
や
「
唐
箕
」
な
ど
最
近

で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た
も
の

や
、
「
鎌
」
や
「
ミ
シ
ン
」
な
ど
普
段
子

ど
も
た
ち
が
使
わ
な
い
も
の
を
使
っ
た

作
業
は
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

五
箇
小
学
校
３
年
生
が
、
ふ
る
さ
と

教
育
と
し
て
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間

で
「
そ
ば
づ
く
り
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
８
月
か
ら
、
平
成
19
年
３

月
ま
で
の
約
６
ヶ
月
の
間
に
「
種
ま

き
」
、「
刈
り
取
り
」
、「
そ
ば
た
た
き
」
、「
粉

挽
き
」
、
「
そ
ば
打
ち
」
、
「
そ
ば
殻
ま
く

ら
づ
く
り
」
を
行
い
ま
し
た
。

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
、

学
校
近
く
の
畑
で
そ
ば
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
き
く
育
つ
こ
と
を
願
い

な
が
ら
み
ん
な
で
そ
ば
の
種
を
ま
き
ま

し
た
。

秋
に
は
、
腰
ま
で
成
長
し
た
そ
ば
を
、

鎌
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
刈
り
取

り
、
大
き
な
束
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
普
段
目
に
し
な
い
機
械
で
の
収

穫
風
景
に
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
そ

ば
た
た
き
で
は
「
唐
さ
お
」
や
「
唐
箕
（
と

う
み
）
」
を
使
い
、
そ
ば
の
実
と
殻
を
分

け
る
作
業
を
体
験
。
後
日
、
農
業
公
社

へ
行
き
そ
ば
挽
き
を
見
学
し
ま
し
た
。

１
月
に
は
、
久
見
特
産
の
方
の
指
導

で
そ
ば
打
ち
体
験
を
行
い
、
給
食
の
時

に
み
ん
な
で
「
サ
バ
だ
し
」
の
つ
ゆ
を

か
け
試
食
を
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の



１５
広　　告

広告掲載は随時募集しています。町外事業者7,000円、町内事業者6,000円（１回１枠）年間契約なら15％割引。掲載希望月の前月5日〆切。

広告掲載をご希望の方は、隠岐の島町役場広報広聴係（2－2111）までご連絡ください。

中国電力（株）
隠岐営業所

島根県隠岐
合同庁舎

西郷湾

県道４８５号線

Ｐ

Ｄ5-35-06

ドコモショップ隠岐店

行事予定

１４

1日 火
教育支援センター開所
しゃくなげ祭り ～6日まで(村上家隠岐しゃくなげ園)

2日 水

3日 木 第23回
しゃくなげ祭り4日 金

憲法記念日

みどりの日
牛突き春場所大会 4:30～5:30 (隠岐モーモードーム)

４月２９日～５月６日5日 土
こどもの日

～期間内イベント～

6日 日

期間中 もちつき実演（午前1回・午後1回）野点の日を除く
期間中 バザー及び販売

7日 月 まちづくり懇談会 19:30～21:30(布施支所)

5月３～４日(終日) 野点
5月5日 11:00～ 民謡（五箇民謡振興会・ちびっこ）

8日 火 まちづくり懇談会 19:30～21:30(都万保健センター)

5月5日 13:00～ しゃくなげストリングスコンサート
5月5日 14:00～ 牛突き

9日 水

5月6日 10:00発 郡ダムウォーキング
10日 木

まちづくり懇談会
11日 金 まちづくり懇談会 19:30～21:30(浜那久集会所)

5月7日～5月30日
12日 土 島まつり しげさ踊りパレード 13:30～17:40(ピア前通り)

町長と町民の皆さんが、町の
様々な問題について膝を交えて
話しあう機会です。ぜひご参加
ください。

13日 日 島まつり しげさ節全国大会 10:00～20:00 (文化会館)

14日 月

5月7日 役場布施支所
15日 火 まちづくり懇談会 19:30～21:30(五箇生涯学習センター)

5月8日 都万保健センター
5月11日 浜那久集会所

16日 水 まちづくり懇談会 19:30～21:30(中出張所)

5月15日 五箇生涯学習センター
5月16日 中出張所

17日 木
まちづくり懇談会 19:30～21:30
(隠岐の島町社会福祉センター)

5月17日 隠岐の島町社会福祉センター（原田）
5月18日 大久集会所

18日 金 まちづくり懇談会 19:30～21:30(大久集会所)

5月21日 飯田会館
5月22日 隠岐島文化会館

19日 土
愛らんど隠岐親善ゲートボール大会
11:30～ (隠岐の島町運動公園)

5月30日 西田会館
20日 日

愛らんど隠岐親善ゲートボール大会
8:00～ (隠岐の島町運動公園)

21日 月 まちづくり懇談会 19:30～21:30(飯田会館)

22日 火 まちづくり懇談会 19:30～21:30(文化会館)

23日 水 年金相談 13:00～16:30(ふれあいセンター)

24日 木 年金相談   9:30～12:00(ふれあいセンター)

25日 金 隠岐法律相談（文化会館）※要予約

26日 土

27日 日

28日 月

29日 火

30日 水 まちづくり懇談会 19:30～21:30(西田会館)

31日 木

●児童・女性・母子相談
　隠岐福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日 ８：３０～１７：００
●生活保護相談
　隠岐福祉事務所
　　℡２－８５６１　平日 ８：３０～１７：００
●保健所相談窓口
　隠岐保健所　℡　２－９７０１
●島根いのちの電話
　社会福祉法人島根いのちの電話事務局
　　℡0852-32-5985　毎日 ９：００～２２：００
●警察の相談窓口電話
　被害者相談　　℡0120－556－491
　悪質商法　　　℡0852－27－4649
　性犯罪　　　　℡0120－110－267
　ストーカー　　℡0852－24－9110
●隠岐法律相談窓口予約受付　℡0852－21－3450
　※前日1７：０0までに予約が０件の場合は
　　開催しませんのでご了承ください。

●開催時間●
夜７：３０～９：３０
（全会場共通）



　

３
月
28
日(

水)

、
津
戸
の
花
生
神
社
例
祭

日
に
、
伝
統
の

百
手
的
神
事

が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
神
事
は
、
悪
魔
祓
い
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
二
人
の
役
主
が
弓
を
引

き
、
矢
を
放
っ
て
悪
魔
退
散
を
祈
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

今
年
の
役
主
は
、
会
社
員
の
塩
尾
康
高
さ

ん
と
水
産
高
校
３
年
生
の
中
野
翔
太
さ
ん
。

ま
ず
、
年
長
者
の
塩
尾
さ
ん
が
、
「
カ
ン
の

矢
」
と
大
声
で
叫
び
な
が
ら
東
西
の
山
に
向

け
２
本
の
矢
を
放
っ
た
後
、
２
人
が
順
に
、

約
20
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
６

本
の
矢
を
射
ま
し
た
。
二
人
の
若
者
の 

凛
々

し
い
立
ち
振
る
舞
い
に
、
地
域
の
人
た
ち
の

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

“

”

島
の
春
を
告
げ
る

島
の
春
を
告
げ
る

津
戸
百
手
的
神
事

津
戸
百
手
的
神
事
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